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試合番号 ： 403 試合会場 ： アダストリア みと アリーナ 観客数 ： 1,450

開始時間 ： 13:00 終了時間 ： 14:19 試合時間 ： 01:19 主審： 桑原　健輔 副審： 吉岡　奈々

久光製薬スプリングス 通
算

7 勝 9 敗

0

12 第1セット 25

3

デンソーエアリービーズ 通
算

14 勝 2 敗

ポイント： 20 ポイント： 39

監
督
コ
メ
ン
ト

　本日の試合は何としても連勝を掴み取りたかったが、相手に攻守のバラ
ンスの取れた試合運びをされ、終始後手の戦いになったことが悔やまれる
。
　第２セット以降、良い形で得点する場面も見られたが、勝負所で得点で
きず、セットを取るには力が及ばなかった。
　来週の戦いに向けて、修正し結果につなげられるように取り組んでいき
たい。
　今週の水戸大会もたくさんのご声援ありがとうございました。
　サポーターの皆様の声を力に変え、これからも戦っていきたい。

16 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　今日もたくさんのご声援を頂けたことに深く感謝致します。
　ありがとうございました。
　序盤からサーブで有利な展開を作ることが出来ました。
　ディフェンス面での連携が上手く取れていました。
　途中で相手の攻撃の変化に苦しめられましたが、立て直せました。
　残りの試合も気が抜けないので、もう一度自分達のバレーを見つめ直し
て、来週に向けて修正していきます。
　今日はありがとうございました。

20 第３セット 25

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　第１セット、序盤からデンソーエアリービーズが、兵頭とシニアードのスパイクでペースを掴み、優位にゲームを進める。一方、久光製薬スプリングスは、石井を中心に攻撃を組立て追い上げるが、デン
ソーの勢いは止まらずそのままデンソーがセットを先取した。
　第２セット、序盤から両チーム一進一退の攻防が続き中盤を迎えるが、デンソーが兵頭のスパイクとサービスエースの連続得点でリードを奪う。久光製薬はリリーフサーバーで座安を投入し流れを変えよ
うと試みるが、力及ばずデンソーがセットを連取した。
　第３セット、後がなくなった久光製薬は、ファビアナのブロックや、途中交代の加藤のスパイクで得点を重ねるが、セッター田代を中心とした多彩な攻撃が冴えたデンソーが、久光製薬の追い上げを許さ
ず危なげなく勝利した。

試合番号 ： 404 試合会場 ： アダストリア みと アリーナ 観客数 ： 1,670

開始時間 ： 15:00 終了時間 ： 17:38 試合時間 ： 02:38 主審： 増岡　三佳子 副審： 服部　篤史

日立リヴァーレ 通
算

6 勝 12 敗

3

20 第１セット 25

2

ヴィクトリーナ姫路 通
算

3 勝 15 敗

ポイント： 21 ポイント： 11

監
督
コ
メ
ン
ト

　２日間沢山の方々にお越し頂き、盛大なご声援本当にありがとうござい
ました。
　今日の１勝は、苦しい展開でしたが全員が力を出し切り、大事な所で決
めきることができたからだと思います。
　流れをつかみリードするも、要所でのミスが目立つので、しっかり修正
したいと思います。
　気持ちで負けず、私達が強みとしているものを十分に発揮できるように
、次週の岡山大会に備えます。
　本日も温かいご声援のおかげで奮闘することができました。
　次週もどうぞ宜しくお願い致します。
　

27 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　２日間沢山のご声援ありがとうございました。
　フルセットゲームを最後に勝ちきれなかったことは残念です。
　選手がやろうとしていることは伝わってきましたが、最後勝ちきる難し
さや１点を取りきる大切さを痛感したゲームになりました。
　一つ一つのプレーの精度を上げていけるように、次週に向けてチーム一
丸となり頑張っていきたいと思います。

26 第３セット 24

25 第４セット 27

15 第５セット 11

要
約
レ
ポ
l
ト

　第１セット、ヴィクトリーナ姫路はイブナ、金杉のスパイクから流れを掴みリードを奪う。対する日立リヴァーレは長内、タップのスパイクなどで反撃を試みるも、姫路が序盤のリードを守り先取した。
　第２セット、姫路はアウトサイドヒッターを中心に得点を重ね、良い流れを維持する。一方の日立は粘り強く我慢のバレーを続け、終盤に芳賀のブロックなどから逆転しセットを奪う。
　第３セット、姫路は貞包、金杉、イブナがスパイクを次々と決めリードを奪うが、日立は終盤にタップのブロックや長内のスパイクから反撃し、同点に追いつく。互いに粘り強いレシーブからラリーの応
酬となるが、最後は姫路のミスもあり、日立がセットを連取した。
　続く第４セット、日立は序盤に窪田、上坂、佐藤のブロックポイントでリードを奪うも、姫路はイブナを中心とした攻撃で追いつき、終盤には吉岡のサービスエースもありリードを広げる。苦しくなった
日立だが、途中出場のオクム大庭、上坂、タップのブロックポイントで追いつくが、あと一歩及ばず姫路がセットを奪う。
　最終第５セット、序盤からラリーの応酬となり白熱した試合展開となるが、終盤に窪田のサービスエースやタップのブロックで、粘る姫路を突き放し、日立が勝利した。

試合番号 ： 405 試合会場 ： ウィングアリーナ刈谷 観客数 ： 2,400

開始時間 ： 12:00 終了時間 ： 13:28 試合時間 ： 01:28 主審： 城　智人 副審： 中山　健

トヨタ車体クインシーズ 通
算

11 勝 7 敗

0

22 第１セット 25

3

東レアローズ 通
算

12 勝 5 敗

ポイント： 29 ポイント： 37

監
督
コ
メ
ン
ト

　ウイングアリーナ刈谷にトヨタ車体クインシーズのために駆けつけて下
さった多くの皆さま、応援ありがとうございました。東レアローズもアウ
ェーの環境の中、強みを十分に発揮されて２連勝おめでとうございます。
　選手たちは昨日の敗戦を引きずらず、全力で戦ってくれました。これら
の負けはファイナルへ向けて戦うための糧、向上するための肥やしとなり
ます。負ける時はスパイクによる失点が多く、そこから連鎖的にその他の
プレーに影響を及ぼしているので、まずは現実を直視した上で弱い部分を
変えて行けるように引き続き鍛錬していきたいと思います。ホームゲーム
での試合を盛り上げていただいた皆様に感謝申し上げます。ありがとうご
ざいました。

18 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　レギュラーラウンド、少しでも上位で勝ち抜くために負けられない試合
が続く中、特に今日は相手チームのホームゲームということで、リズムを
作りにくい試合と想定していたが、相手応援に引けを取らない大声援をい
ただき、選手たちは集中した、レベルの高いゲーム内容だったと感じてい
る。足首のケガでスタートが遅れた黒後もやっとゲーム感覚が戻ってきた
ように思う。ここから更にチームの連携力を磨き、チームスローガンの「
躍進」を実行していきたい。
　昨日、今日と熱い応援でチームを後押しいただき、誠にありがとうござ
いました。

20 第３セット 25

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　東レアローズとトヨタ車体クインシーズの試合は、セットカウント３-０のストレートで東レが勝利した。
　第１セット、両チームともミドルブロッカーのブロック、アタックが大事なところで決まったのが印象的だった。東レ大野、井上がブロックで相手の攻撃を止めると、トヨタ車体の荒木、渡邊もやり返す
、お互いに的をしっかりと絞った展開だった。そのような僅差の中、攻撃の枚数が多かった東レがこのセットを先取した。
　第２セット、トヨタ車体はネリマン、薮田がアタックをしっかりと打ち切っていく。一方の東レは黒後のライトからの攻撃がインナーに決まりだす。お互いに得点に至る繋ぎの部分で粘りがあり、その思
いをエースが打ち切っていた。終盤、東レ石川のインナーへのアタックで流れを引き寄せると、最後は相手のミスにより東レが連取する。
　第３セット、後がないトヨタ車体は序盤からネリマンにボールを集め、ミドルブロッカー渡邊も要所での攻撃により得点を重ねるが、繋ぎがしっかりしていた東レは、石川、黒後、クランそれぞれが得点
を決め的を絞らせない展開により徐々にトヨタ車体を引き離す。最後は黒後のアタックが決まり２連勝を飾った。トヨタ車体はホームゲームにかけつけた地元の大声援を力に戦ったが、繋ぎのプレーが安定
せず思うような攻撃をしかけられず苦しい試合だった。

試合番号 ： 406 試合会場 ： ウィングアリーナ刈谷 観客数 ： 1,530

開始時間 ： 15:00 終了時間 ： 16:27 試合時間 ： 01:27 主審： 北村　友香 副審： 佐々木　伸子

JTマーヴェラス 通
算

15 勝 3 敗

3

25 第１セット 18

0

PFUブルーキャッツ 通
算

3 勝 15 敗

ポイント： 43 ポイント： 11

監
督
コ
メ
ン
ト

　本日の相手はPFUミドルブロッカーのドリスを軸にフロント３枚攻撃、
２枚攻撃と特徴があるチームに対し、コート内で自分達からコミュニケー
ションを取りながらゲームを進めていった。セットの中盤までは、自分た
ちのミスで相手に得点を与え、リズムに乗ることが出来なかった。今のチ
ームレベルで満足せずに、精度を上げて来週のゲームに備えたい。２日間
、ご声援ありがとうございました。

25 第２セット 19
監
督
コ
メ
ン
ト

　相手に素晴らしいバレーをされたと思う。なかなか相手の隙をついて攻
略することが出来なかった。PFUの選手たちはベストを尽くしたが力が及
ばなかった。ただ、きちんと得点すべきところで取り切れなかったのでそ
こを修正して次週のホームゲームを迎えたい。本日も応援、ありがとうご
ざいました。25 第３セット 20

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　首位JTマーヴェラスと５位PFUブルーキャッツの対戦は、攻守に安定し、力強さに勝ったJTがストレートで勝利した。
　第１セット、JTは相手のブロックに的を絞らせないトス回しで得点を重ねる。対するPFUはドリス、津賀にトスを集めて応戦する。PFUはドリスのクイックが要所で決まるが、JTのブロックやサーブが機能
し始めるとJT優位で試合が進み、最後は籾井がブロックを決め、セットを先取する。
　第２セット、JTは序盤、ドルーズにトスを集め、得点を重ねる。PFUはリードされ苦しい展開ながらも、中盤には堀口が力強いアタックを、終盤には津賀がライトからのアタックを決めるなど点差を縮める
が、ここぞという場面でのサーブミスが目立った。JTは20点以降の５得点はすべてドルーズがアタックで決め、セットを連取した。
　第３セット、JTは勢いそのままに４連続得点でスタートするが、中盤はサイドアウトを繰り返す展開に。JTは17-12の場面でリリーフサーバー・ヒックマンがサービスエースを取り、その後も相手のミスな
どで連続得点。一気に試合を決めるかと思われたが、PFUも津賀のアタックなどの５連続得点で巻き返す。最大で８点差あった得点も４点差まで縮めたが、最後はヒックマンがアタックを決め、試合をものに
した。

※本票の著作権は、一般社団法人日本バレーボールリーグ機構に帰属します。


